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長い間超低金利時代が続きましたが、日銀のゼロ金利解除や追加利上げに伴い、今後住宅ローン金利の上昇が見込まれます。住宅も、量からストック重視の時代となり、資産価値のある住宅をよく選び、住宅ローンは常に住宅の資産価値以下の残高にしておくことが重要です。

４月のセミナーは、テレビ出演や新聞、雑誌への執筆でもご活躍中の伊藤 宏一氏をお招きし、資産価値を重視した住宅と住宅ローン選びの疑問にずばりお答えします。

第2部では４月２３日から受付を開始する、良質な住宅への金利優遇制度「フラット３５S」の最新情報もご説明しますので、ぜひご参加ください。

[お申し込み方法]
	ＦＡＸ：０３-５８００-８２５８
	裏面の申込用紙に必要事項をご記入の上、送信してください。

	電　話：０３-５８００-８２５３

（受付時間　平日9:00～17:00）
	セミナー希望日、氏名、住所、電話番号等をCS推進部住宅ローン支援グループまでご連絡ください。※ダイレクトメールを受け取られて申し込まれる方は封筒の宛名ラベルの番号をお知らせください。

	インターネット（機構ホームページ）
	http://www.jhf.go.jp/jumap/event/infomation/index.html

「セミナー情報」のサイトからお申込みいただけます。


[お知らせ] 当日は10:00から17:00まで、機構職員（FP資格者）による、ご融資・ご返済についてのご相談を承っています。予約制となりますので、ご希望の方は４/20(金)17時までに電話でお申込みください。

ご相談予約電話：03-5800-8170（受付時間　平日9:00～17:00）
	　伊藤 宏一（いとう こういち）氏　プロフィール
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	千葉商科大学大学院教授、CFP、税理士

法政大学大学院哲学専攻博士課程修了。株式会社ポラーノ・コンサルティング代表取締役、ライフプラン倶楽部代表。大学院でパーソナル・ファイナンスやライフプランニング･リタイアメントプランニングを教える一方、早稲田大学日本橋キャンパスでの子ども向け金融教育に携わる。企業等での講演も行う。

主な著書には、『ライフプランニング－理論と事例－』（セールス手帖社）、『金融商品なんでも百科』（平成18年版　監修　金融広報中央委員会）などがある。



住宅金融公庫は、平成１９年４月に「住宅金融支援機構」に生まれ変わりました。
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住宅金融支援機構設立記念　すまい・るセミナー


「資産価値を重視した住宅ローン選び」





日時／平成1９年４月22日(日)  13:00～15:00（12:30開場）


会場／住宅金融支援機構１階　すまい･るホール（会場のご案内は裏面をご覧下さい）


定員／２５０名（申込み先着順受付）   　　受講料／無料


主催／住宅金融支援機構 


プログラム／


13:00～14:30　（90分）


「資産価値を重視した住宅ローン選び」


講師：伊藤 宏一　氏（千葉商科大学大学院教授、CFP、税理士）


14:30～15:00　（30分）


「変わらない金利で安心　フラット３５」


講師：山上 直晴（住宅金融支援機構CS推進部住宅ローン支援グループ推進役）


























